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Ⅰ 問題と目的

描かれた木から描画者の心理的な特徴を読み取

ろうとするバウムテストや樹木画テスト（以下，

本稿ではバウムテストと記す）においては，しば

しば解釈の一視点として用紙上の位置について検

討される（Koch,1957/2010；Bolander,1977/

1999；Stora,1975/2011等）。その際には空間象

徴仮説も活用され（林，1994；高橋・高橋2010

等），例えば用紙の左寄りに描かれた木は「内向

的である面と母親の影響を強く受けている面が予

想される」（中村，2017）といったように，木の

描画位置によって一定の解釈がなされる。

ところで，バウムテストに関する調査研究では，

多くのバウム（調査対象者によって描かれた木）

を収集して，その空間上の位置に関するデータが

分析されているが，それらの研究を概観すると，

全体としてバウムは左寄りに描かれることが多い

ことに気づく。このことをデータではっきり示し

ているのが，一谷ら（1989）の研究である。一谷

らは，幼稚園児（年少）から高齢者（70歳代）

まで1438名を対象に，A4用紙上に描かれたバ

ウムの位置が発達的にどのように変化するのかを

調べている。その結果，幹中心部の位置を計測し

て平均すると，全ての年代で一貫して画面中央よ

り左側にあり，幼少期には中央より平均 1.2cm

左側に位置するのが，加齢とともに徐々に右へ移

動していく（中央に寄っていく）という1）。

もしバウムが標準的に幾分左寄りに描かれるな

らば（一谷ら（1989）の研究では，全年代の平均

は紙面中央より左0.8cmの位置に幹の中心がく

る），わずかに左位置にあるようなバウムを「左

に偏っている」として空間象徴仮説を援用して解

釈することには慎重でなければならないことにな

る。

例えば加曾利（2004）は，バウムテストと精神

的健康（GHQ）との関連を分析した研究の中で，
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要約

本研究では，バウムテストにおいて幹の中心位置がやや左寄りに描かれる傾向がなぜ生じるのかについて

検討した。仮説として，用紙の左右中央位置に幹を描こうとしてまず左の幹側線を描くと，目測を誤って

イメージしているよりも幹幅が太くなる位置に幹左側線を描いてしまう傾向があるため，右の幹側線を描

く段階で幹幅を細めに補正することにより，幹の中心位置がやや左にズレるのではないか，と考えられた。

そこで調査では，バウムを用紙の左右中心位置に描くことをイメージして幹の側線を一本引くよう教示し，

用紙の左右の中心線を軸に最初の側線と左右対称となるようなもう一本の幹側線を引いてできた幹の太さ

がしっくりくるか尋ねた。その結果，左幹側線から描いた調査対象者の3割弱が，より細い幹幅がイメー

ジに合うと回答し，仮説を裏付けるデータが得られた。ただし他の要因が影響している可能性も否定でき

ないため，より詳しい調査が必要と考えられた。
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紙面を4分割した時の描画の空間使用量のうち，

左上部を使用しているほどGHQ得点が低い（精

神的に健康）という結果を報告している。高崎ら

（2011）も一般成人80名のバウムを画面4分割し

てテクスチャー解析を行い，左上の領域の描画量

が多いと抑うつ得点が低いことを報告している。

これらは単に左上部の空間使用量の多寡というよ

り，元々やや左側にバウムが描かれる傾向がある

中で，精神的健康さや抑うつ感の低さと関連して

バウムが大きく描かれるようになると相対的に左

側の使用領域が増すために示された結果，という

可能性も考えられる（図1）。これら以外にも，

バウムの紙面上の位置や使用領域の傾向と描画者

の特徴との関連が，平均して若干左位置にバウム

が描かれること（またバウムは幹や根が描かれる

下部より樹冠が描かれる上部の方が紙面の使用領

域が大きくなること）に起因する結果であると推

測される研究も散見される。ちなみに，バウムの

樹冠部の左右比は平均するとおおよそ 10：11.3

で右側の方が大きくなることが，コッホによって

示されており（Koch,1957/2010），同様のこと

は日本でも山下（1982）によって確認されている。

これも，紙面に対して中心となる幹の位置がやや

左に位置し，その分空間的に紙面上部はやや右が

広くなるため，樹冠部は右側が大きくなる傾向が

出やすくなるのかもしれない（図2）。このよう

に，元々バウムが少しばかり左側に描かれやすい

ことを念頭に置いておくと，調査研究においても

臨床場面で描かれた木を見る際においても，その

結果の解釈が幾分違ったものになるであろう。

ではなぜバウムは左寄りに描かれやすいのであ

ろうか。一谷ら（1989）は，中央よりやや左が最

も気分の安定する・落ち着く場所であるためでは

ないか，と述べている。すなわち，潜在的にか意

識的にかは明確でないけれども，気持ちの安定す

る場所を志向して，紙面に対して若干左側に木を

描く傾向が一般に生じる，ということである。そ

もそもバウムテストでは，紙面の中央に描くこと

は教示段階で指定されていないので，そのような

志向性が反映されてもおかしくない。

あるいは一つの仮説として，空間象徴としての

左空間の意味合いと日本文化との関係，という可

能性も指摘しうるであろう2）。日本人の国民性や

文化として，“内向的で母性的影響が強い”と言

われることから，日本においてバウムテストの調

査を行うと，やや左に位置するバウムが多くなる，
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図1 左寄りのバウムが大きく描かれると左上の

領域の空間使用量が増える

図2 左寄りにバウムを描くと右の空間が空くた

め樹冠部の右が膨らみやすい？



という考えである。

ところが，濱野ら（2007）がカメルーン，バリ，

中国（麗江），バングラデシュ，スリランカ，ルー

マニアで行ったバウムテストの調査では，全ての

国において，紙面を4分割した領域を比較すると，

上部でも下部でも一貫して右側より左側の領域の

方が空間使用率が高く，文化に関わらずかなり普

遍的に左寄り傾向という現象が見られるのである。

ここで本研究では別の仮説として，幹の太さの

想定（目測）を誤ることの影響を挙げたい。バウ

ムは幹の左側の線から描かれることが多い（おお

よそ7～8割）ことは，佐渡ら（2012）の研究を

はじめ，バウムの描画プロセスの記述に関わって

筆者も何度か指摘してきたことである（奥田，

2018）。そのため，描画用紙の中央部に幹を描く

ことをイメージし，幹の線を左側から書き始める

時には，用紙の左右のちょうど真ん中から幹の幅

の半分ぐらいをイメージして幹左側線を描くこと

になるが，この幅を思ったより太く取ってしまう

のではないか，という仮説である。この着想は，

次のような経験から得たものである。

左右対称の切り絵を行う時，紙を縦に半分に折

り，折った状態で紙を切り抜いて拡げると，左右

対称の切り絵が完成する（図3）。こういった切

り絵をしていて時々経験するのが，「拡げてみる

と，思ったより幅が太い」ということである。バ

ウムで考えると，左右対称の切り絵を切り抜くた

めに，図のように切り取り線を描いて切って見た

ら，思いのほか幹が太くなった（横幅が広くなっ
・・・・・・・

た）というものである。これは，思っている太さ

の半分を想定して折った紙に描いたところが，実

際にはそれでは幅が大きすぎる，ということであ

る。

これをバウムを描く場合に擬えると，紙面左右

の中央位置にバウムを描くことを想定して，おお

よその幹の太さの半分の幅を中央から取ることを

イメージしつつ幹の左側の線を描いても，思った

より太めに，すなわち左寄りに描いてしまう...そ

れで実際に自分の幹の太さのイメージ通りに幹の

右側の線を描いてみると，結局幹（バウム）の中

心軸が左側に寄ってしまうのではないか，という

ものである（図4）。

では，初めから中央位置にバウムを描くように

教示してみればどうであろうか。もし一谷らが考

察したように，元々紙面のやや左側が安心できる

ので偏るのであれば，真ん中に描くように最初に

指示することで，やや左に位置することは見られ
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図3 紙を縦半分に折って左右対称の図を

切り取る

図4 幹の左側線を思ったより太く描いてしまう？



なくなると考えられる。しかし幹の太さの目測を

誤ることによって左に寄るのであれば，中央位置

に描くように指示しても，左に寄ることは起こる

であろう。

そこで本研究では，調査対象者に対して，

1）A4白紙を縦に置いて，木を左右位置の中央に

描くようイメージして，まず幹の側線を片側のみ

描くことを教示する，2）白紙を縦半分に折り，

描いた側線と左右対称の線をなぞらせる，3）出

来上がった幹の太さが調査対象者の感覚（イメー

ジ）にどの程度一致しているか確認し，より一致

する側線（幹の太さを決定する線）の位置があれ

ば加筆させる，という手順で，調査を行うことに

した。左右の中央位置に描くように教示している

ため，少し左側の方が安心できるから左に寄る，

というような現象は見られないはずであるが，も

し太さの目測を誤って幹を左位置に描いてしまう

のであれば，左右対称の2本目の線は，太く感じ

られ，よりぴったりくる幹の線を描くと，結果と

して幹の中心位置はズレると予測される。

Ⅱ 方法

調査対象者：女子大学生102名，うち有効データ

数100名（平均年齢19.3歳，SD＝1.34）

調査日：2019年11月

手続き：大学の授業内で調査を実施した。教示は

表1のとおりである。

幹幅の測定（図5参照）：左右対称に描かれた幹

の側線（教示の①と②の側線）の上端と下端をそ

れぞれ直線で結び，その幹上下端の線の中央を結

ぶ線を引いて，さらにこの中央縦線の上下中央位

置における①と②の幹幅（太さ）を測定した（幹
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表1 課題の教示



幅�；最初に幹側線を描いた時点で想定される幹

幅を示す）。次に先ほどの上下中央位置の①と③

の幹幅を測定した（幹幅�；よりイメージと合う

幹幅を示す）。幹幅の測定は0.5mm単位で行っ

た。

倫理的配慮：本研究は，大阪樟蔭女子大学研究倫

理委員会の審査を受け，研究計画の承諾を受けて

いる（承認番号：1923）。

Ⅲ 結果と考察

データが有効であった調査対象者 100名のう

ち，幹の側線を左側から描き始めた者が 81名

（81.0％），右側から描き始めた者が19名（19.0％）

であった。問題で述べたように，本研究でも8割

程度の者が左の側線から描くことが示された。

次に，まず幹の片方の側線①を描いて，中央の

軸でその側線と対称となるもう片方の側線②を引

いて幹を構成した場合，その幹の太さ（幹幅�）

が想定しているイメージ通りか，イメージより細

い方がしっくりくる（①と②で幹を実際描くと，

その幹幅�がイメージしていたより太い）と感じ

るか，その逆でより太い方がしっくりくる（実際

描かれた幹幅�がイメージより細い）と感じるか

について，被調査者に尋ねた結果について述べる

（表2）。

幹を左側から描き始めた場合，その幹の幅がイ

メージ通りで想定と変わらない，と答えたものが

70.4％（57名）と最も多かったが，初めに思っ

ていたより細い幹幅がしっくりくる者が 27.2％

（22名），太い方がしっくりくる者が2.5％（2名）

であり，3割弱の調査対象者が，「幹はもっと細

いイメージだった（初めの側線で紙面の中央縦軸

を中心として左右対称の幹を構成した場合，太す

ぎる）」と感じていることが明らかになった。こ

れは，教示にもかかわらず，はじめに描いた幹の

（左側の）側線が，思ったより左側にズレて描か

れた，ということを示唆する。そのため，よりしっ

くりくる太さの幹側線③を描くと，幹の位置が左

寄りになってしまうのである（図6上）。

これらの結果は，バウムが平均的に左側にやや

位置するのは，幹の左側から線を描き始め，そこ

で本来描こうとするより左側に側線を描いてしま

うことが一つの要因であるとする仮説を支持する

と考えられる。

ただし，右から描き始めた場合には，同様の現

象が必ずしも見られない。もし幹幅の目測を誤る
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図5 幹幅の測定

表2 イメージと合う幹の太さは左右対称に描いた幹幅と同じか/太いか/細いか



のならば，右から幹を描く場合にも細い方がイメー

ジと合って，右寄りに位置するはずであるが，そ

のような結果は示されなかった（図6下）。幹の

側線を右から描いた調査対象者があまり多くない

ため，はっきりとしたことは言えないが，右から

幹を描いても左に寄る描画者が右に寄る描画者と

同程度出現するということは，他に幹位置を左に

寄せる要因があるのかもしれない。これについて

検討するためには，例えば「右から幹線を引く」

ように教示を行うなど，右側線から描いた場合に

どのようになるかについてさらに詳しく調べねば

ならないであろう。

なお，より細かなデータとして，左右対称に描

かれた幹幅�と，よりイメージに合う幹幅�との

差（②と③の差）がどの程度であったかを表3に

示す。全調査対象者について平均すると 3.8cm

程細い方がイメージにしっくりくる，すなわち幹

の中央位置が1.9mm程左にズレる，ということ

になる。これは一谷ら（1989）の報告よりも左へ

のズレの程度が大きく，今回の調査の条件が何ら

か影響した可能性も考えられる。

また今回の調査では教示で「木が紙の左右の真

ん中に位置することをイメージ」して幹側線を描

くように指示したが，この中央位置のイメージ自

体が，既に左にズレてしまっていた可能性も否定

できない。右利きでバウムを描くと，右手自体で
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図6 幹幅のズレ

表3 左右対称に描いた幹幅�とイメージに合う幹幅�との差



紙面の右側が大きく隠れてしまう。実際に何度か

幹の左側線を右手で描くことを吟味してみると，

紙面の右側から右手が入っていく時に，基準とな

るのが紙面の左縁である感覚があることに気付く。

その右側の境界・枠を頼りにして，バウムの位置

や幹側線を描いている意識がどこかあるように思

われる（図7）。そこで中心軸が左に引っ張られ

てしまうのかもしれない3）。これを防ぐために，

例えば左右の中央線をはじめからよりはっきりと

明示して，幹がそれでも（太さの目測を誤って）

左に寄る現象が起こるのか，確認する必要がある

であろう4）。

いずれにせよ本研究によって，紙面の中央にバ

ウムを描こうとしても，どこか左に寄ってしまう

描画者が一定数（今回の調査では3割弱程度）い

ることが確認された。この結果をどう解釈するか，

上記のようにまだ幾つかの仮説を考える余地があ

るが，幹幅の想定のズレが一つの要因である可能

性が示されたと言えよう。

本研究では，バウムテストの描画位置をどのよ

うに考えるかについて，単に空間象徴のみから解

釈するのではなく，幹の側線を描く体験とバウム

の位置が関わっているという視点のように，より

描画者の描画プロセスに従って考えることの必要

性も示すことができたと思われる。ただし，本研

究は空間象徴仮説をすべて否定するものではない。

空間イメージの左右差は実証的にもかなりはっき

り示されており（佐藤，2014），相当程度左に偏っ

て位置する場合には，何らかの「左位置」に関連

する解釈がなされてしかるべきであろう5）。また

今回の調査結果で，幹の左側線から描かれた場合

に左への位置のズレが起ることが示されたという

ことは，例えば左の幹側線から描かれたにもかか

わらず大きく右寄りにバウムが位置した場合など

には，解釈においてその位置取りに着目すべき，

ということになるであろう。このことは，描画時

の全体状況を見る視点，幹の左・右側線のいずれ

から描かれたかといった描画プロセスに留意する

ことの必要性（もちろん，そこからどのような描

画者の体験や心の動きが考えられるかを理解する

ことが重要である！）にも繋がると言えよう。

注

1）70歳代の平均位置が中央より0.4cm左で最

も中央に近く，標準偏差は幼稚園児で2.13と

最大で，以降の年代は1.57～0.68の間にある。

いずれの年代でも有意な性差は見られていない

（一谷ら，1989）。

2）この仮説を主張する記述を，筆者はいずれか

の文献で見かけた記憶があるのだが，本稿の執

筆時点で見つけることができなかった。そこで

念のため，この仮説は筆者のオリジナルではな

いことを，ここに申し添えておく。

3）もしそうであれば，「与えられた空間（紙面）

の中で，自分で中心軸を見つけ出し作り出すの

ではなく，拠り所となるもの（紙の左端辺）に

寄りかかる感覚で中心軸を決めていく」という，

ある意味で空間象徴解釈につながる体験が含ま

れていることになり，興味深い。

4）なお，今回の調査では左利きの調査対象者が

2名含まれていた。いずれも幹を左側線から描

き，1名は左右対称の幹線がイメージ通り（②＝

③，つまり�＝�），もう1名は幹のイメージ
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図7 用紙の左端辺が意識され，絵の中心軸が

左に引っ張られる？



はより細い方がしっくりくる（③が左にズレる，

�＞�）という結果になっている。左手で幹を

描く状況，すなわち描画時に紙面の左空間が隠

れて右空間がより大きく見える状況でも，左に

幹位置がズレることが起こっているので，2名

だけという限定された本調査の結果だけである

が，描画時の紙面の見え方のみが左寄り傾向を

促しているとは考え難いことになる。

5）目安として，一谷ら（1989）の研究を基に言

えば，例えば大学生のバウムの幹の中心位置は

中央より平均で0.6cm左に位置し，標準偏差

は0.97であるから，統計的には中心から左へ

のズレが1.6cm～右へのズレ0.4cmの間に全体

の約7割（平均±1SD）が入る，ということに

なる。この範囲を大きく超えて左右に偏ると，

かなり特徴的と言ってよいのではないだろうか。
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